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に
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林
　
雅
代

は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
山
大
学
史
料
室
お
よ
び
南
山
学
園
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、N

anzan
U

niversity
B

ulletin
of

Inform
ation

（
以

下
、『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』）
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
で
の
授
業
関
連
情
報
の
提
供
の
あ
り
方
を
、
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
高
等
教
育
で
、
各
教
育
機
関
の
概
要
や
教
育
活
動
を
内
外
に
総
合
的
に
伝
え
る
刊
行
物
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
等
教
育
史

研
究
で
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
、『
学
校
一
覧
』
と
呼
ば
れ
る
史
料
群
で
あ
る

(

1)

。『
学
校
一
覧
』
と
は
、
そ
の
発
行
に
つ
い
て
定
め

た
法
的
な
根
拠
は
存
在
せ
ず
、
各
教
育
機
関
が
内
部
規
程
に
従
っ
て
発
行
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
、
行
政
機
関
・
他
の
教
育
機
関
や
教

育
関
係
者
に
対
し
て
、
そ
の
沿
革
・
学
年
暦
・
関
係
法
令
・
規
則
類
・
職
員
録
・
生
徒
録
な
ど
を
定
期
的
に
記
録
し
た
、
事
務
的
な
刊

行
物
で
あ
る
。『
学
校
一
覧
』
は
、
各
高
等
教
育
機
関
の
長
期
に
わ
た
る
概
況
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
高
い
史
料
的
価
値
が
認
め
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ら
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
等
教
育
機
関
で
の
実
際
の
教
育
活
動
に
直
接
的
に
関
わ
る
側
面
で
あ
る
、
授
業
科
目
の
概
要
を
記
載
し
た
刊
行

物
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
管
見
の
限
り
で
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
刊
行
物
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ラ
バ
ス
」

に
関
す
る
研
究
が
、
語
学
教
育
の
領
域
を
中
心
に
近
年
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
教
育
実
践
的
な
関
心
に
基

づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
種
の
刊
行
物
が
持
つ
、
高
等
教
育
に
関
す
る
「
史
料
」
と
し
て
の
性
格
へ
の
研
究
上
の
関

心
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
払
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
授
業
概
要
の
情
報
を
含
ん
だ
各
教
育
機
関
の
刊
行
物
の
呼
称
そ
の
も
の
が
、
日
本
で
は
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
刊
行
物
が
史
料
群
と
し
て
必
ず
し
も
十
分
整
っ
て
い
な
い
可
能
性
や
、
そ
れ
ら
自
体
に
対
す
る
学
術

的
お
よ
び
教
育
的
関
心
が
、
日
本
の
高
等
教
育
関
係
者
の
間
で
は
そ
も
そ
も
欠
落
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
、
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
逆
に
、
な
ぜ
そ
の
類
の
刊
行
物
が
、『
学
校
一
覧
』
ほ
ど
に
は
、
日
本
の
高
等
教
育
で
定
着
し
て
こ
な

か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
喚
起
す
る
。
ゆ
え
に
、
授
業
概
要
情
報
を
含
む
刊
行
物
へ
の
従
来
の
関
心
の
薄
さ
や
、
こ
う
し
た
刊
行

物
が
日
本
の
高
等
教
育
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
過
程
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
、
一
つ
の
研
究
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
二
年
ご
ろ
ま
で
南
山
大
学
に
開
設
さ
れ
た
、
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
ID
）
に
関
わ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
刊
行
物
で
あ
る
、『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本

の
高
等
教
育
に
お
け
る
授
業
概
要
関
連
の
刊
行
物
が
持
つ
、
史
料
的
意
義
に
つ
い
て
の
試
論
を
展
開
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
刊
行
物
を
便
宜
的
に
「
便
覧
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
初
め
に
こ
れ
を
「
便
覧
」
と
呼
ぶ
理
由
を
含
め

て
、
こ
の
よ
う
な
資
史
料
の
高
等
教
育
上
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
次
に
、『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』
の
性
格
等
に
つ
い
て
、
周

辺
資
料
と
の
関
係
性
を
中
心
に
分
析
す
る
。
最
後
に
、『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』
と
『
南
山
大
学
日
本
語
版
便
覧
』
の
間
の
相
違
に
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つ
い
て
の
解
釈
を
、
仮
説
的
に
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
　
史
料
と
し
て
の
『
便
覧
』
の
位
置
づ
け

先
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
が
本
稿
で
「
便
覧
」
と
称
す
る
の
は
、
高
等
教
育
機
関
が
、
開
講
す
る
授
業
科
目
の
概
要
等
に
関
わ
る
情

報
を
記
載
し
た
刊
行
物
の
こ
と
で
あ
る
。
香
川
大
学
一
般
教
育
学
教
室
が
一
九
七
二
年
に
行
な
っ
た
、
一
般
教
育
に
関
す
る
各
高
等
教

育
機
関
の
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
刊
行
物
に
つ
い
て
、「
学
生
便
覧
」「
教
授
要
目
」「
講
義
要
項
」「
履
修
手

引
」「
講
義
要
項
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る

(

2)

。
そ
れ
よ
り
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
に
お

い
て
も
、
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
刊
行
物
の
呼
称
は
、
依
然
と
し
て
統
一
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
大
学
評
価
団
体
の
一
つ
で
あ
る
、
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
大
学
評
価
申
請
手
続
き
の
た
め
の
添

付
資
料
の
う
ち
、「
学
部
、
学
科
、
大
学
院
研
究
科
等
の
教
育
内
容
、
履
修
方
法
等
を
具
体
的
に
理
解
す
る
上
で
役
立
つ
も
の
」
の
例

と
し
て
、「
ａ
学
生
便
覧
・
履
修
要
項
等
、
ｂ
講
義
要
項
・
シ
ラ
バ
ス
等
」
と
い
っ
た
、
複
数
の
呼
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る

(

3)

。
こ
の
よ
う
に
、
授
業
概
要
情
報
を
含
む
刊
行
物
に
対
し
て
、
一
般
的
な
呼
称
が
確
立
し
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
本
稿
は
あ
く
ま

で
も
便
宜
的
に
「
便
覧
」
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

と
は
い
え
、
近
年
の
高
等
教
育
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
こ
う
し
た
刊
行
物
は
、
各
授
業
の
概
要
だ
け
で
な
く
、
成
績
評
価
方
法
、
使

用
す
る
テ
キ
ス
ト
等
を
含
め
た
詳
細
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
形
で
、
各
教
育
機
関
で
積
極
的
に
編
集
・
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
こ
う
し
た
刊
行
物
の
通
称
と
し
て
は
、「
シ
ラ
バ
ス
」
と
い
う
表
現
が
、
今
日
お
そ
ら
く
最
も
一
般
的
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

「
シ
ラ
バ
ス
」
と
い
う
呼
称
が
、
外
来
語
の
ま
ま
、
あ
る
程
度
の
定
着
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
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た
詳
細
な
科
目
情
報
の
提
供
は
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
で
は
教
育
実
践
上
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
、
日
本
で
理
解
さ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
苅
谷
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
の
授
業
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「syllabus

」
と
は
、
単
に
授

業
内
容
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
講
す
る
学
生
に
対
す
る
要
求
や
成
績
評
価
の
方
針
に
つ
い
て
、
教
師
と
学
生
の
間
で
確
認
し

合
う
、
い
わ
ば
「
契
約
書
」
で
あ
る
。「syllabus

」
は
、
当
該
教
育
機
関
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
実
施
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
情
報

を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
基
準
認
定
）
の
際
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
生
に
よ
る
授
業

評
価
と
対
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、「syllabus

」
は
、
学
期
制
や
一
週
あ
た
り
の
授
業
時
間
数
、
学
生
が
一
学
期
あ
た
り

履
修
す
る
科
目
数
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
、
授
業
を
め
ぐ
る
高
等
教
育
機
関
の
体
制
と
、
不
可
分
な
も
の
と
い
え

る

(

4)

。こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
で
「syllabus

」
は
、
単
に
授
業
の
概
要
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
授
業
概
要
の
全
般
的
な
情
報
提
供
の
役
割
は
、
し
ば
し
ば
「catalog

」

(

5)

と
呼
ば
れ
る
刊
行
物
に
よ
っ
て
、

担
わ
れ
て
い
る
。「catalog

」
は
、
当
該
高
等
教
育
機
関
全
体
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
部
と
し
て
、
学
位
取
得

に
必
要
な
単
位
や
科
目
の
情
報
や
、
講
義
概
要
に
関
す
る
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「catalog

」
は
、
高
等

教
育
機
関
の
活
動
に
つ
い
て
内
外
に
伝
え
る
広
報
物
と
し
て
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
在
学
者
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
と
し
て
も
、
ま
た
志

願
者
に
と
っ
て
の
志
望
校
に
関
す
る
情
報
源
と
し
て
も
、
機
能
し
て
い
る
。
在
学
者
は
、「catalog

」
で
自
分
に
履
修
規
定
上
必
要
な
、

あ
る
い
は
興
味
の
あ
る
科
目
の
講
義
概
要
を
確
認
し
た
上
で
、
実
際
に
各
授
業
で
「syllabus

」
に
し
た
が
っ
て
授
業
の
方
針
を
確
認

し
、
受
講
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「syllabus

」
と
「catalog

」
と
に
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
る
授
業
関
連

の
情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
シ
ラ
バ
ス
」
と
、
ア
メ
リ
カ
の
「syllabus

」
に
は
、
刊
行
形
態
の
違
い
と

106

史料としての『便覧』についての試論



い
う
以
上
に
、
質
的
な
違
い
が
存
在
す
る
。
日
本
の
「
シ
ラ
バ
ス
」
に
は
、
特
に
近
年
は
、
内
容
的
に
は
「syllabus

」
に
通
常
盛
り

込
ま
れ
る
よ
う
な
情
報
が
含
ま
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
形
態
と
し
て
は
「catalog

」
の
よ
う
に
冊
子
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
個
々
の
授
業
場
面
で
の
利
便
性
に
欠
け
、
教
員
に
と
っ
て
も
在
学
生
に
と
っ
て
も
、
使
い
勝
手
の
悪
い
も

の
な
っ
て
い
る

(
6)

。
本
稿
で
、
授
業
概
要
情
報
を
含
む
刊
行
物
に
つ
い
て
、「
シ
ラ
バ
ス
」
と
い
う
表
現
を
使
用
せ
ず
、「
便
覧
」
と
い
う

語
を
用
い
る
今
一
つ
の
理
由
は
、
日
本
で
い
う
「
シ
ラ
バ
ス
」
の
特
性
に
よ
る
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
で
い
う
「catalog

」
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「calendar

」
と
呼
ば
れ
て
い
る

(

7)

。
戦
前
期
に
各
教

育
機
関
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
学
校
一
覧
』
は
、
帝
国
大
学
で
は
日
本
語
版
だ
け
で
な
く
、
英
語
版
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
り
、
英
語

版
に
は
、「calendar

」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
所
澤
は
、
東
京
開
成
学
校
に
関
す
る
史
料
を
検
討
し
、『
学
校
一
覧
』
の
起
源
に

関
し
て
、
海
外
の
欧
米
人
に
学
校
の
概
況
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
英
語
版
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
日
本
語
版
も
刊
行
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
や
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
元
教
授
で
あ
っ
た
御
雇
外
国
人
の
ダ
ビ
ッ
ト
・
モ
ル
レ
ー
（
一
八
三
〇
―
一
九

〇
五
）
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
版
に
は
な
く
、
英
語
版
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
事
項
と
し
て
、
留

学
生
派
遣
や
、
教
授
法
の
要
略
、
試
験
問
題
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

8)

。

所
澤
の
こ
の
知
見
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
で
、「catalog

」
に
は
、
授
業
内
容
に
関
連
す
る
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
作
成
の
際
に
は
省
か
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、

一
八
七
三
年
に
工
学
寮
で
発
行
さ
れ
た
、
和
文
・
英
文
混
じ
り
のcalendar

に
授
業
科
目
内
容
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
、
学
生
の
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
用
シ
ラ
バ
ス
」
と
評
価
す
る
も
の
も
あ
る

(

9)

。
と
す
る
と
、『
学
校
一
覧
』
は
、
教
育
機
関
の
概
要
の
広
報
物
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
学
生
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
と
い
う
性
格
を
持
つ
刊
行
物
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ

の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
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英
語
版
の
『
学
校
一
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
教
授
方
法
等
の
情
報
が
、
な
ぜ
日
本
語
版
に
は
、
省
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
こ
の

省
略
が
、
先
行
研
究
の
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
「calendar

」
の
対
応
物
と
さ
れ
る
『
学
校
一
覧
』
の
、
行
政
な
い
し
は
事
務
文
書
的
な

性
格
を
方
向
付
け
た
一
因
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
高
等
教
育
で
用
い
ら
れ
て
い
るcalendar

の
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
学
校
一
覧
』

の
成
立
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
モ
ル
レ
ー
以
外
の
欧
米
の
高
等
教
育
の
影
響
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
英
語
版
と
日
本
語
版

の
間
の
内
容
的
な
ズ
レ
の
存
在
が
、
の
ち
の
『
学
校
一
覧
』
の
一
般
的
な
形
態
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
日
本
の
高
等
教
育
で
、
各
教
育
機
関
の
概
要
を
広
報
す
る
『
学
校
一
覧
』
と
、

授
業
概
要
情
報
を
掲
載
す
る
『
便
覧
』
と
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
提
起

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

二
　
『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』
の
分
析

こ
の
よ
う
な
講
義
関
連
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
、
教
育
機
関
の
英
語
版
刊
行
物
と
日
本
語
版
の
対
応
物
と
の
ズ
レ
は
、
戦
後
に
も
見
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ズ
レ
の
中
心
が
、
授
業
概
要
の
情
報
の
記
載
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、『
南
山
大
学
英
語
版
便
覧
』
を
例
に
見

て
み
た
い
。

南
山
大
学
で
は
、
一
九
四
九
年
の
新
制
大
学
と
し
て
の
開
学
当
初
、N

anzan
U

niversity:
T

he
C

atholic
U

niversity
of

N
agoya:

E
xcerpt

from
the

F
orthcom

ing
U

niversity
C

atalog
1949/1950

が
作
成
さ
れ
て
い
る

(

10)

。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
こ
れ
は
大
学

の
概
要
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
も
の
で
、
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
ガ
リ
版
刷
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
理
事
会
、
顧
問
、
学
長
以
下
の
役
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職
者
、
教
授
陣
の
構
成
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ト
さ
れ
、
学
年
暦
、
履
修
規
程
、
科
目
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
目

的
で
作
成
さ
れ
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
配
布
さ
れ
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
実
際
に
正
式
の

「catalog
」
が
作
成
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
も
、
定
か
で
は
な
い
。

こ
の
の
ち
、
南
山
大
学
で
は
、
い
わ
ゆ
る
『
学
校
一
覧
』
に
内
容
的
に
相
当
す
る
『
南
山
大
学
要
覧
』
が
、
日
本
語
版
で
継
続
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
一
〇
月
、
米
兵
を
主
た
る
教
育
対
象
と
し
た
ID
が
開
設
さ
れ
る
と
、
ID
のcatalo

g

が
作
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

N
anzan

U
niversity:

T
he

C
atholic

U
niversity

of
N

agoya:
International

D
ivision

Inform
ation,

1953-1954

で
あ
る

(

11)

。
こ
れ
は
、

学
年
暦
、
役
職
者
一
覧
、
沿
革
、
立
地
、
入
学
、
教
育
方
針
、
成
績
評
価
、
科
目
一
覧
、
担
当
者
紹
介
と
い
う
項
目
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
開
講
さ
れ
た
語
学
の
四
科
目
（
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
日
本
語
）
お
よ
び

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
」
と
「
教
育
哲
学
」
の
科
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
番
号
、
科
目
名
、
単
位
数
、
担
当
者
名
、
授
業
概

要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

翌
年
度
に
刊
行
さ
れ
た

N
anzan

U
niversity:

T
he

C
atholic

U
niversity

of
N

agoya:
International

D
ivision

Inform
ation,

1954-1955 (

12)

で
は
、
成
績
評
価
ま
で
の
記
載
は
基
本
的
に
一
九
五
三
―
一
九
五
四
年
度
版
と
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
担
当
者
紹
介

の
項
目
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
科
目
一
覧
に
記
載
さ
れ
る
科
目
数
は
増
加
し
、
人
類
学
・
生
物
学
・
教
育
学
・
英
語
・
外
国
語
・
歴
史

学
・
数
学
・
哲
学
・
社
会
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
複
数
の
科
目
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
当
時
の
南

山
大
学
の
正
規
課
程
の
学
科
構
成
と
は
、
対
応
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
科
目
が
す
べ
て
実
際
に
開
講
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
は

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
ID
開
設
初
年
度
と
比
べ
て
、
開
講
科
目
数
が
増
加
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
の
反
映
と
は
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
記
載
内
容
の
変
更
に
よ
っ
て
、
一
九
五
三
―
一
九
五
四
年
度
版
と
比
べ
、
一
九
五
四
―
一
九
五
五
年
度
版
は
、
授
業
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関
連
の
情
報
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ID
のcatalog

の
記
載
の
変
化
は
、catalog

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
ID
関
係
者
の
認
識
の
深
ま
り
を
、
示
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、catalog

に
は
、
大
学
全
体
の
概
要
を
単
に
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
授
業
科
目
に
つ
い
て
の
情

報
を
詳
細
に
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
、
翌
年
度
の
記
載
の
変
更
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ID
で
の
開
講
科
目
を
履
修
し
た
受
講
生
が
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
編
入
学
す
る
際
の
単
位
互
換
の
た
め
に

は
、
ID
の
み
のcatalog
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
開
催
の
大
学
評
議
員
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
正
規
課
程
向
け
の
『
南
山
大
学
学
生
便
覧
』
の
英
語
版
の
作
成
を
承
認
し
た

(

13)

。
こ
の
決
定
に
基
づ
い

て
、N

anzan
U

niversity
B

ulletin
of

Inform
ation

1955-1956 (

14)

が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
語
版
の
『
南
山
大
学
学
生
便
覧

昭
和
30
年
度
版
』（
一
九
五
五
）
と
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
が
、
日
本
語
版
の
『
南
山
大
学
学
生
便
覧
』
に
は
、
授
業
科

目
の
一
覧
に
科
目
概
要
の
記
載
が
充
実
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
英
語
版
で
は
各
科
目
に
つ
い
て
、
数
行
程
度
の
概
要
が
記
載
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
明
白
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
日
本
語
版
の
『
南
山
大
学
学
生
便
覧
』
に
関
し
て
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
度
版
と
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年

度
版
を
比
較
し
て
み
る
と
、
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
講
義
概
要
に
関
す
る
記
述
は
英
語
版
と
比
べ
る
と
簡
潔
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
後
者
で
は
よ
り
充
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
語
版
の
『
南
山
大
学
学
生
便
覧
』
は
、
南
山
大
学
史
料
室
お
よ
び
南
山
学
園
史
料
室
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
一
九
五
四
年

度
以
降
し
か
な
い
た
め
、
そ
れ
以
前
に
そ
も
そ
も
日
本
語
版
『
南
山
大
学
学
生
便
覧
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
仮
に

刊
行
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
授
業
概
要
の
記
載
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
手
が
か
り
は
現
在
の
と
こ

ろ
な
い
。
授
業
概
要
の
記
載
は
、
そ
の
後
徐
々
に
後
退
し
て
つ
い
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
一
九
六
〇
年
頃
に
は
、『
南
山
大
学
学
生
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便
覧
』
で
の
科
目
一
覧
は
、
単
な
る
科
目
の
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
っ
た

(

15)

。

日
本
語
版
の
『
便
覧
』
に
対
す
る
、
ID
の
存
在
の
影
響
に
関
連
し
て
、
上
智
大
学
の
場
合
を
比
較
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

上
智
大
学
で
は
、
一
九
四
九
年
秋
、
国
際
部
が
発
足
し
た
。
残
念
な
が
ら
上
智
大
学
史
資
史
料
室
に
は
、
国
際
部
関
連
の
史
料
は
必

ず
し
も
十
分
に
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
南
山
大
学
ID
で
起
こ
っ
た
問
題
に
関
わ
っ
て
、
上
智
大
学
国
際
部
に
関
す
る
情
報
が
南
山
大

学
に
も
た
ら
さ
れ
た

(
16)

た
め
、
南
山
学
園
史
料
室
に
は
上
智
大
学
国
際
部
の
関
係
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

南
山
学
園
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
上
智
大
学
国
際
部
に
関
係
す
る
史
料
は
、（
一
）『
国
際
部
便
覧
』
で
あ
る

S
o

p
h

ia

U
niversity:

B
ulletin

:International
D

ivision

の
一
九
五
四
年
度
版
・
一
九
五
五
年
度
版
・
一
九
五
七
年
度
版
、
お
よ
び
（
二
）
そ

の
簡
易
版
のSophia

U
niversity

:B
ulletin

:International
D

ivision:
A

nnouncem
ents

の
一
九
五
五
年
度
春
学
期
版
・
一
九
五
七
年

度
秋
学
期
版
の
二
種
類
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、（
二
）
は
、
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
学
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
履
修
登
録
、
授
業
料
、
曜
日
ご

と
の
開
講
科
目
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
特
定
の
学
期
の
開
講
時
期
に
合
わ
せ
て
、
受
講
（
希
望
）
者
に
配
付
さ
れ
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、（
一
）
に
つ
い
て
、
一
九
五
四
年
度
版
か
ら
見
て
い
く
と
、
内
容
は
、
役
職
者
一
覧
、
教
授
陣
、
学
年
暦
、
概
要
（
沿
革
、

立
地
、
施
設
、
教
育
方
式
、
教
育
目
的
）、
授
業
料
、
退
役
軍
人
、
外
国
人
学
生
、
成
績
評
価
、
入
学
、
編
入
学
、
学
位
要
件
、
履
修

登
録
、
科
目
一
覧
の
諸
項
目
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
度
版
・
一
九
五
七
年
度
版
も
、
構
成
は
同
様
で

あ
る
。

科
目
一
覧
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、
生
物
学
・
化
学
・
経
済
学
・
英
語
・
歴
史
・
数
学
・
近
代
諸
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・

イ
タ
リ
ア
語
・
日
本
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
）
・
哲
学
・
物
理
学
・
政
治
学
・
社
会
学
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
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ん
で
お
り
、
そ
の
中
に
複
数
の
科
目
の
科
目
番
号
・
科
目
名
・
単
位
数
・
講
義
概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
当
時
の

上
智
大
学
の
学
部
学
科
構
成
と
は
対
応
し
て
い
な
い
。
一
九
五
五
年
度
版
で
は
、
科
目
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
科
目
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、
記
載
の
形
式
等
は
同
様
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
度
版
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
科
目
は
、
一
九
五
五
年
度
版
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。こ

こ
ま
で
見
て
き
た
上
智
大
学
国
際
部
の
便
覧
を
、
上
智
大
学
の
正
規
課
程
の
日
本
語
版
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
上
智
大
学

資
史
料
室
に
は
、
戦
後
新
制
大
学
と
な
っ
た
後
の
上
智
大
学
の
便
覧
は
十
分
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
も
早
い
も
の
が
『
上

智
大
学
科
目
登
録
案
内1955
』、
そ
の
次
が
『
上
智
大
学
学
生
要
覧
　
昭
和
33
年
度
版
』（
一
九
五
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
以
降
、
各
年

度
『
上
智
大
学
学
生
要
覧
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
以
前
に
、
便
覧
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
、
不
明
で
あ
る
。

『
上
智
大
学
科
目
登
録
案
内1955
』
は
、
上
智
大
学
の
便
覧
類
の
中
で
は
、
同
様
の
も
の
が
他
に
な
く
、
特
異
で
あ
る

(

17)

。
そ
の
形
態

の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
の
刊
行
物
の
全
体
を
構
成
し
て
い
る
科
目
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
科
ご
と
に
科
目
が
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
学
科
構
成
と
は
異
な
る
科
目
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
に
講
義
概
要
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

『
上
智
大
学
科
目
登
録
案
内1955

』
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
先
述
し
た
上
智
大
学
国
際
部
の
便
覧
の
記
載
形
式
と
類
比
を
感
じ

さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
際
部
便
覧
と
の
間
に
、
対
応
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
語
版

の
他
の
便
覧
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
上
智
大
学
資
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
最
も
時
期
の
近
い
便
覧
で
あ
る
『
上
智
大
学
学
生
要

覧
昭
和
33
年
度
版
』
を
見
て
み
る
と
、
学
年
暦
・
沿
革
・
教
育
綱
領
・
学
習
四
則
・
宣
誓
・
大
学
の
組
織
・
学
科
目
履
修
に
関
す
る
諸

規
定
・
学
内
生
活
に
関
す
る
諸
規
定
・
教
室
及
び
事
務
室
配
置
図
、
お
よ
び
学
科
目
表
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
学
科
目
表
で
は
、
一
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般
教
育
課
程
と
専
門
課
程
に
分
け
て
、
専
門
課
程
は
学
部
学
科
ご
と
に
必
修
科
目
・
選
択
科
目
の
名
称
と
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
数
、
選
択

科
目
の
欄
に
は
最
低
取
得
単
位
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
科
目
に
科
目
番
号
や
講
義
概
要
の
記
載
は
な
い
。『
上
智
大
学
科

目
登
録
案
内1955

』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
科
目
を
、
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
一
定
部
分
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
上

智
大
学
科
目
登
録
案
内1955

』
は
、
日
本
語
版
の
便
覧
と
の
間
に
内
容
的
な
対
応
関
係
が
お
そ
ら
く
あ
る
も
の
の
、
特
に
科
目
一
覧

の
記
載
形
態
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
国
際
部
便
覧
と
の
対
応
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
南
山
大
学
ID
お
よ
び
上
智
大
学
国
際
部
の
便
覧
を
、
同
時
期
の
日
本
語
版
の
当
該
大
学
正
規
課
程
用
の
便
覧
と
比
較
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
五
年
ご
ろ
の
日
本
語
版
便
覧
に
、
授
業
概
要
記
載
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
のcatalog

の
記
載
方

式
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
影
響
か
ら
、
以
後
の
日
本
語
版
便
覧
の
形
態

が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
影
響
は
あ
く
ま
で
も
、
一
九
五
五
年
頃
の
み
の
一
過
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
の
直
接
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
大
学
の
、
日
本
語
版
便
覧
の
記
載
形
態
は
、『
便
覧
』
の

日
本
的
な
特
徴
や
、calendar=
catalog

と
の
関
係
性
を
解
明
す
る
上
で
、
有
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
は
、
本
稿

の
冒
頭
の
問
題
に
立
ち
返
っ
て
、catalog

と
『
便
覧
』
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
　
「catalog

」
と
『
便
覧
』
の
あ
い
だ

一
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
英
米
のcalendar=

catalog
と
、
日
本
の
『
学
校
一
覧
』
が
、
高
等
教
育
機
関
の
刊
行

物
と
し
て
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
のcatalog

を
見
る
限
り
、
そ
れ
ら
は
内
容
的
に

も
機
能
的
に
も
、『
学
校
一
覧
』
と
も
、
ま
た
『
便
覧
』
と
も
、
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
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て
い
く
と
、
教
育
機
関
が
授
業
関
連
の
情
報
提
供
を
行
う
必
要
性
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
情
報
提
供
が
社
会
的

に
ど
の
程
度
求
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
、
日
米
間
の
差
異
に
一
つ
の
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。各

教
育
機
関
の
刊
行
物
を
網
羅
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
南
山
大
学
の
英
語
版
と
日
本
語
版
の
便
覧

を
例
と
し
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、（
一
）
な
ぜ
英
語
版
便
覧
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
な
さ
れ
た
の
か
、（
二
）
な
ぜ
日
本
語

版
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
の
二
点
に
整
理
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
考
え
ら
れ
る
仮
説
を
挙
げ
て
、
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
（
一
）
の
、
な
ぜ
英
語
版
便
覧
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
な
さ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

南
山
大
学
は
、
米
兵
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の
教
育
を
担
う
ID
を
擁
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
英
語
版
の
便
覧
の
提
供
を
、

教
育
機
関
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
で
一
般
的
な
、catalog

の
体
裁
に
準
じ
た
も
の
を
作
成
す

る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
機
関
で
は
、
ID
の
受
講
生
の
編
入
学
の
際
に
、
単
位

互
換
の
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
、
認
定
の
必
要
の
あ
る
授
業
科
目
の
内
容
的
な
対
応
関
係
を
確
認
す
る
と
い
う
、
実
際
的
な
目
的
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
英
語
版
便
覧
が
作
成
・
配
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ID
受
講
希
望
者
や
ID
に
関
心
を
持
つ
外
国
人

へ
の
、
授
業
科
目
関
連
情
報
の
提
供
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
、
意
図
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

先
行
研
究
の
議
論
と
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
の
類
推
で
は
あ
る
が
、『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
の
英
語
版
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
英
語
版
は
、「
専
ラ
西
洋
人
ヲ
シ
テ
見
易
カ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
主
」
と
し
て
、
外
国
人
へ
の
情
報
提

供
が
企
図
さ
れ
て
い
た

(

18)

。
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
海
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
上
で
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い

(

19)

。
あ
る
い
は
ま
た
、
在
学
生
や
卒
業
生
の
海
外
留
学
に
際
し
て
は

(

20)

、
彼
ら
の
日
本
で

114

史料としての『便覧』についての試論



の
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
受
け
入
れ
国
や
受
け
入
れ
機
関
に
示
す
も
の
と
し
て
、
実
際
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
は
、
高
等
教
育
の
量
的
拡
大
が
生
じ
て
お
り
、
教
育
機
関
は
学
生
集
め
に
し
の
ぎ
を
削
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
中
心
の
伝
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
教
授
法
に
代
わ
っ
て
、
自
然
科
学
関
連
の
科
目

が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
と
多
様
化
が
進
行
し
て
い
た
。
授
業
の
形
態
も
、
学
生
が
テ
キ
ス
ト
を
暗
唱
し

て
く
る
の
を
教
師
が
「
聞
く
」
と
い
う
伝
統
的
な
も
の
か
ら
、
教
師
が
自
ら
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
て
独
自
に
行
う
講
義
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た

(

21)

。
教
育
機
関
が
、
専
門
職
関
連
の
知
識
提
供
を
証
明
す
る
た
め
に
、
入
学
試
験
や
学
修
課
程
（course

of
study

）、
学

位
要
件
、
免
許
試
験
な
ど
、
認
定
さ
れ
た
基
準
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
教
育
機
関
の
標
準
化
が
進
ん
で
い
っ
た

(

22)

。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
後
半
頃
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
高
等
教
育
機
関
の
「catalog

」
が
、
授
業
の
概
要
や
方
法
な
ど
の
情

報
を
徐
々
に
盛
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
退
役
軍
人
援
護
法
実
施
下
で
の
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り

(

23)

の
中
で
、
そ
う
し
た
記
載
が
一
般
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
の
辞
典
で
あ
るW

ebster
を
見
る
と
、
一
九
三
七
年
版
に
は
、catalog

に
つ
い
て
、「
人
や
物
の
名
前
の
リ

ス
ト
や
列
挙
し
た
も
の
」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
大
学
の
学
生
のcatalogue

」
と
い
う
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る

(

24)

。
こ
れ
が
、
一
九
六
〇

年
版
に
な
る
と
、
特
定
の
意
味
と
し
て
「
規
程
や
告
示
を
伝
え
る
大
学
の
公
式
刊
行
物
。
イ
ギ
リ
ス
で
はcalendar

と
呼
ば
れ
る
」
と

書
か
れ
て
い
る

(

25)

。
同
様
に
、「syllabus

」
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
九
四
七
年
版
に
は
高
等
教
育
に
関
連
す
る
意
味
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が

(

26)

、
一
九
五
六
年
版
に
は
、「
要
約
ま
た
は
概
要
、
特
に
学
修
課
程
（course

of
study

）
に
つ
い
て
の
」
と
さ
れ
て
い
る

(

27)

。
こ
の
よ

う
に
、
辞
書
的
な
定
義
か
ら
は
、catalog

やsyllabus

の
、
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
で
の
今
日
的
な
意
味
の
定
着
を
、
第
二
次
大
戦
後
と

見
る
仮
説
が
、
一
定
裏
づ
け
ら
れ
る
。
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次
に
、（
二
）
な
ぜ
日
本
語
版
便
覧
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

上
述
し
た
よ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
の
変
革
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
日
本
の
高
等
教
育
で
は
、
教
育
機
関
の
活
動
上
、
授
業
関

連
の
情
報
提
供
の
必
要
性
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
維
新
後
の
高
等
教
育
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
特
に
官
立
の
教
育
機
関
の
場
合
、
生
徒
募
集
の
た
め
に
積
極
的
に
広
報
活
動
を
行
う
必
要
性
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
各
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
は
、
私
人
の
手
に
よ
る
学
校
案
内
や
受
験
雑
誌
等
に
担
わ
れ
、
各
教
育
機
関
が
自
ら
行

う
と
い
う
や
り
方
が
、
あ
ま
り
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
志
願
者
の
関
心
は
、
い
か
に
入

学
試
験
を
突
破
す
る
か
に
も
っ
ぱ
ら
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
入
学
後
の
教
育
に
は
関
心
が
あ
ま
り
向
か
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
か
も

知
れ
な
い

(

28)

。
ま
た
、
教
育
機
関
に
入
学
後
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
授
業
関
連
の
情
報
を
積
極
的
に
求
め
る
よ
う
な
動
機
付
け
が
乏
し
か

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
に
関
し
て
い
え
ば
、
授
業
の
形
態
も
、
教
師
が
講
義
ノ
ー
ト
や
テ
キ
ス
ト
を
読
み
上
げ
、

そ
れ
を
受
講
生
が
書
き
取
る
と
い
っ
た
も
の
が
中
心
で
あ
り

(

29)

、
学
生
が
授
業
の
方
法
や
内
容
に
大
き
な
関
心
を
向
け
た
と
は
考
え
に
く

い
。
教
育
課
程
に
は
学
年
制
が
取
ら
れ
、
学
生
が
自
分
の
興
味
に
従
っ
て
自
由
に
科
目
を
選
択
す
る
や
り
方
は
、
と
り
わ
け
初
期
に
は

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

(

30)

。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
日
本
で
は
、
学
生
や
志
願
者
に
向
け
て
の
広
報
物
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
と
し

て
、
各
教
育
機
関
の
刊
行
物
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
基
盤
が
欠
け
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

な
ぜ
日
本
語
版
便
覧
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
得
る
第
二
の
理
由
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
行
政
的
な
指
導
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
学
校
一
覧
』
の
刊
行
に
は
、

特
に
法
的
な
根
拠
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、『
学
校
一
覧
』
に
一
般
的
に
掲
載
さ
れ

る
以
上
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
外
的
な
圧
力
は
、
教
育
機
関
に
対
し
て
は
働
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
い
っ
た
ん
『
学
校
一
覧
』
の
刊
行
が
慣
例
化
し
、
ま
た
そ
の
掲
載
内
容
が
定
式
化
す
る
と
、
そ
れ
が
誰
に
ど
の
よ
う
に
利
用
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さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
吟
味
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、『
学
校
一
覧
』
刊
行
の
み
が
踏
襲
さ
れ
続
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
戦
前
期
に
定
着
し
た
日
本
の
高
等
教
育
の
諸
慣
行
が
、
変
革
を
迫
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
高
等

教
育
改
革
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
新
制
大
学
の
発
足
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
ア
メ

リ
カ
高
等
教
育
に
お
け
る
革
新
が
多
分
に
影
響
し
て
い
た
。
新
制
大
学
の
理
念
の
実
現
に
照
ら
し
て
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
の
が
、

一
般
教
育
の
導
入
で
あ
り
、
単
位
制
・
選
択
科
目
制
と
い
っ
た
他
の
改
革
項
目
も
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る

(

31)

。

戦
後
の
高
等
教
育
改
革
の
中
で
、
戦
前
期
の
文
部
省
に
よ
る
統
制
に
対
す
る
改
革
の
一
環
と
し
て
、
一
九
四
七
年
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン
団
体
と
し
て
創
設
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会

(

32)

は
、
新
制
大
学
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
た
。
特
に

一
般
教
育
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
講
習
等
を
実
施
し
、
そ
の
理
念
を
伝
え
よ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
一
般
教
育
の
科
目
の
授

業
計
画
案
（「
コ
ー
ス
プ
ラ
ン
」）
を
紹
介
し
た
り
、
授
業
計
画
案
の
検
討
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
Ｆ
Ｄ
活
動
を
展
開
し

て
い
る

(

33)

。
ま
た
、
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
一
般
教
育
の
理
念
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
等
教

育
で
の
教
育
実
践
で
の
そ
の
実
現
に
当
た
り
、
一
般
教
育
の
科
目
の
授
業
内
容
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
授
業
方
法
や
、「
ガ
イ

ダ
ン
ス
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
等
の
学
生
へ
の
適
切
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
必
要
性
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る

(

34)

。
授
業
方
法
に
つ
い
て
は
、「
従

来
の
大
学
に
於
て
ほ
と
ん
ど
万
能
的
な
授
業
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
き
た
」
講
義
法
で
あ
る
、
旧
来
の
授
業
形
態
が
批
判
さ
れ
、
代
わ

っ
て
討
議
な
ど
を
取
り
入
れ
た
学
生
中
心
の
教
授
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
る

(

35)

。

大
学
基
準
協
会
は
、
一
九
五
一
年
に
初
め
て
適
格
審
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
会
員
資
格
審
査
規
程
等
を
決
定
し
、
協
会
役
員

を
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
し
て
適
格
審
査
の
実
態
を
視
察
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
教
育
機
関
に
対
し
て
も
適
格
判
定
に
つ
い
て
の
解
説
を
伝

え
て
い
る

(

36)

。
こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
第
一
回
の
審
査
で
は
、
多
く
の
高
等
教
育
機
関
に
、
一
般
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
や
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
十
分
で
な
い
こ
と
な
ど
が
特
に
指
摘
さ
れ
た

(

37)

。
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こ
の
よ
う
に
、
大
学
基
準
協
会
の
活
動
は
、
高
等
教
育
機
関
で
の
教
育
実
践
に
密
接
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
の
提
言
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
詳
細
な
授
業
計
画
が
問
題
に
さ
れ
た
り
、
学
生
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
り
し
て
い
る
も
の

の
、
授
業
計
画
を
ガ
イ
ダ
ン
ス
ブ
ッ
ク
に
盛
り
込
む
必
要
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
適
格
審
査
の
た
め
の
調
書
に
も
、

教
育
機
関
で
の
教
育
内
容
や
履
修
方
法
を
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
様
子
は
な
い
の
で
あ
る

(

38)

。

以
上
の
検
討
か
ら
、（
二
）
な
ぜ
日
本
語
版
に
は
授
業
概
要
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
に
関
し
て
は
、
戦
後
の

高
等
教
育
改
革
の
中
で
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
導
入
に
当
た
っ
て
、
授
業
概
要
を
記
載
し
た
印
刷
物
の
刊
行
が
必
要
で
あ
る
、
と

の
認
識
は
見
ら
れ
ず
、
従
っ
て
外
部
団
体
に
よ
る
審
査
が
、
授
業
概
要
記
載
を
促
進
し
た
可
能
性
は
、
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
南
山
大
学
が
大
学
基
準
協
会
の
維
持
会
員
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
と
南
山
大
学
日

本
語
版
便
覧
（
一
九
五
五
年
度
お
よ
び
一
九
五
六
年
度
）
に
見
ら
れ
る
わ
ず
か
な
授
業
概
要
記
載
は
、
あ
ま
り
関
係
が
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
九
五
五
年
度
と
一
九
五
六
年
度
の
授
業
概
要
記
載
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
新
制
大
学
の
発
足
と
、
そ
こ
で
の
一
般
教
養
の
導
入
と
い
う
過
程
の
影
響
の
可
能
性
、
ま
た
戦
後
高
等
教
育
改
革
の

転
換
の
影
響
の
可
能
性
を
、
一
般
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
研
究
が
先
行
研
究
と
し
て
存
在
す
る
名
古
屋
大
学
を
例
に
、

検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

名
古
屋
大
学
で
は
、
戦
後
の
旧
帝
国
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
の
転
換
の
過
程
で
、
一
般
教
育
課
程
の
担
い
手
と
し
て
、
第
八
高
等
学

校
と
岡
崎
高
等
師
範
学
校
を
母
体
と
し
た
教
養
部
が
発
足
し
た
。
し
か
し
、
教
養
部
の
学
内
で
の
位
置
づ
け
は
、
あ
い
ま
い
で
十
分
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
教
養
部
の
教
員
た
ち
は
、
教
養
部
運
営
に
つ
い
て
の
自
律
性
を
求
め
て
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
た

(

39)

。
一
般
教
育
を
担
当
す
る
教
養
部
は
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
、
学
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
学
生
向
け
の
刊
行
物
の
あ
り
方
に
も
、
反
映
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
大
学
大
学
文

書
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
後
の
学
生
向
け
の
刊
行
物
の
う
ち
、
最
も
古
い
一
九
五
〇
年
度
の
『
名
古
屋
大
学
学
生
便
覧
　
昭
和

二
十
五
年
四
月
』
に
は
、
大
学
の
沿
革
・
学
生
数
・
学
則
・
学
部
別
講
座
表
・
教
養
部
教
官
一
覧
・
大
学
組
織
図
な
ど
が
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
学
生
の
授
業
履
修
に
関
す
る
情
報
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る
『
学
校
一
覧
』
の
類
で
あ
る
、『
名
古
屋
大

学
要
覧
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
こ
の
要
覧
は
、
学
生
向
け
の
刊
行
物
と
い
う
よ
り
は
、
大
学
の
概
要
を
内
外
に
広
報
す
る
も
の
で
あ

り
、
教
員
一
覧
や
履
修
規
程
等
の
記
載
も
あ
る
が
、
ど
の
授
業
を
ど
の
教
員
が
担
当
す
る
と
い
っ
た
実
際
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
翌
一
九
五
一
年
の
『
名
古
屋
大
学
学
生
便
覧
　
昭
和
二
十
六
年
』
に
は
、「
教
養
部
規
程
」
が
掲
載
さ
れ
、
履
修
方
法
が

あ
る
程
度
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
教
養
部
お
よ
び
各
学
部
の
科
目
と
単
位
数
・
担
当
者
の
書
か
れ
た
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
教
養
部
の
記
載
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、『
昭
和
二
十
七
年
　
名
古
屋
大
学
学
生
便
覧
』
も
同
様
で
あ
り
、

教
養
部
で
の
履
修
方
法
が
さ
ら
に
詳
し
く
、
進
級
先
の
学
部
別
に
ど
の
よ
う
な
科
目
を
教
養
部
で
何
単
位
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各
学
部
に
つ
い
て
は
、
科
目
名
・
単
位
・
教
員
名
が
一
覧
に
な
っ
て
い
る
の
み
で
あ

り
、
記
述
は
対
照
的
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
か
ら
は
、
刊
行
物
の
形
態
自
体
に
変
化
が
あ
る
。『
昭
和
二
十
八
年
　
名
古
屋
大
学
学
生
便
覧
』
は
、
規
程
類
が
中
心

と
な
り
、
各
学
部
の
科
目
名
・
単
位
数
・
教
員
名
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
教
養
部

の
独
自
の
授
業
一
覧
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
お
そ
ら
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
昭
和
28
年
度

教
養
部
履
修
要
項
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
『
学
生
便
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
教
養
部
の
履
修
規
程
が
、
独
立
し
た
冊
子
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、
履
修
の
仕
方
・
単
位
の
取
得
の
仕
方
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
科
目
名
・
単
位
数
・
教
員

名
の
一
覧
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
翌
年
の
『
昭
和
二
十
九
年
度
　
教
養
部
学
修
解
説
』
に
な
る
と
、「
文
系
コ
ー
ス
」「
理
系
コ
ー
ス
」
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の
履
修
パ
タ
ー
ン
や
、
各
学
部
が
要
求
す
る
教
養
部
で
の
履
修
科
目
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
、
そ
れ
ま
で

『
学
生
便
覧
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
各
学
部
の
授
業
一
覧
が
、
独
立
し
た
冊
子
と
な
り
、
必
修
科
目
・
選
択
科
目
・
取
得
す
べ
き
単
位

数
等
、
各
学
部
で
の
履
修
方
法
が
よ
り
明
確
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
は
ま
だ
、
教
養
部
の
記
載
は
多
く
、
前
年
度
同
様

と
な
っ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
に
は
、
い
っ
そ
う
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
昭
和
三
十
年
度
　
教
養
部
学
修
解
説
』
に
は
、

前
年
同
様
の
記
載
に
加
え
て
、
各
科
目
の
「
授
業
概
要
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
学
部
の
授
業
に
関
す
る
『
授

業
一
覧
』
は
、
教
養
部
に
つ
い
て
の
記
載
が
簡
潔
に
な
る
と
同
時
に
、
各
学
部
の
記
載
は
増
加
す
る
。
一
九
五
六
年
度
も
、
一
九
五
五

年
度
と
同
様
、『
教
養
部
学
修
解
説
』
に
は
、
授
業
概
要
が
見
ら
れ
、
ま
た
『
授
業
一
覧
』
は
、
一
九
五
五
年
度
と
同
様
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
九
五
七
年
度
以
降
は
、『
教
養
部
学
修
解
説
』
か
ら
、
授
業
概
要
の
記
載
は
消
え
て
い
る
。

南
山
大
学
と
名
古
屋
大
学
の
場
合
の
両
方
に
、
一
九
五
五
年
度
と
一
九
五
六
年
度
の
み
に
、
授
業
概
要
の
記
載
が
起
こ
っ
て
い
る
と

い
う
符
合
を
、
単
な
る
偶
然
と
と
ら
え
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
共
通
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
と
し
て
と
ら

え
う
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
授
業
概
要
の
記
載
が
、
特
に
一
般
教
育
を
中
心
に
な

さ
れ
た
可
能
性
を
、
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い

(

40)
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
で
の
授
業
関
連
情
報
に
関
わ
る
刊
行
物
の
状
況
を
手
が
か
り
に
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
日
米

の
高
等
教
育
の
状
況
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
刊
行
物
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
解
釈
を
、
仮

説
的
に
提
示
し
て
き
た
。
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『
便
覧
』
の
成
立
に
は
、
そ
の
後
も
長
い
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。『
学
校
一
覧
』
で
の
授
業
関
連
情
報
の
欠
落
が
、
戦
後
教
育
改

革
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
量
的
拡
大
と
大
衆
化
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
必
要
性
の
高
ま
り
、
国
際
交
流
の
推
進
、
大
綱
化
等
の
、
そ
の

後
の
日
本
の
高
等
教
育
の
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
経
て
、
よ
う
や
く
近
年
に
な
っ
て
、「
シ
ラ
バ
ス
」
と
称
さ
れ
る
別
個
の
刊
行

物
を
形
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
試
論
を
提
起
し
て
、
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
。
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註

(

1)

『
学
校
一
覧
』
は
、
具
体
的
に
は
『
南
山
大
学
要
覧
』
の
よ
う
に
、

個
別
の
教
育
機
関
が
刊
行
す
る
概
要
紹
介
の
冊
子
の
総
称
で
あ
る
。

「
一
覧
」
以
外
に
も
、「
報
告
」「
要
覧
」「
概
要
」
等
の
名
称
が
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
戦
前
期
に
多
く
の
教
育
機
関
が

刊
行
し
、
中
に
は
少
数
な
が
ら
、
引
き
続
き
今
日
に
至
る
ま
で
継
続
し

て
刊
行
し
て
い
る
高
等
教
育
機
関
も
あ
る
。「
学
校
一
覧
」
等
の
名
称

が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
官
公
庁
や
私
人
が
編
集
発
行
す
る
刊
行
物
も
存

在
す
る
が
、
先
行
研
究
で
は
こ
う
し
た
も
の
を
除
き
、
基
本
的
に
教
育

機
関
が
刊
行
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、『
学
校
一
覧
』
と
呼
ん
で

い
る
。
本
稿
で
は
、『
学
校
一
覧
』
に
関
す
る
研
究
動
向
の
レ
ビ
ュ
ー

と
、
そ
の
史
料
の
起
源
等
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
特
に
所
澤
潤

「
彦
根
高
等
商
業
学
校
収
集
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
　
Ⅴ
『
学
校
一
覧
』

の
起
源
と
そ
の
存
在
意
義
」『
彦
根
論
叢
』
第
三
四
四
・
三
四
五
号

（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
創
立
八
十
周
年
記
念
論
文
集
）、
二
〇
〇
三
年
、

二
五
六
―
二
七
四
頁
、
に
依
拠
し
て
い
る
。

(

2)

一
般
教
育
研
究
室
「
一
般
教
育
関
係
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
」『
香

川
大
学
一
般
教
育
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
三
年
、
一
一
一
―
一
二
〇

頁
を
参
照
。

(

3)

財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
評
価
事
業/

大
学
評
価/

申
請
手
続
き
」
を
参
照
。

http://w
w

w
.juaa.or.jp/accreditation/university/process.htm

l
(

4)

苅
谷
剛
彦
『
ア
メ
リ
カ
の
大
学
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
大
学
』
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
一
三
二
―
一
五
四
頁
。
ま
た
、
舘
は
、
日
本

の
高
等
教
育
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
シ
ラ
バ
ス
」
が
、
ア
メ
リ
カ
の
高

等
教
育
で
い
う
授
業
概
要
に
関
す
る
冊
子
「course

catalog

」
と
、
授

業
科
目
ご
と
に
配
布
さ
れ
る
「syllabus

」
の
混
合
物
で
あ
る
こ
と
を
、

指
摘
し
て
い
る
。
舘
昭
『
大
学
改
革
　
日
本
と
ア
メ
リ
カ
』
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
九
七
年
、
九
九
―
一
〇
〇
頁
を
参
照
。

(

5)

こ
れ
ら
「university

catalog

」
は
、
機
関
に
よ
っ
て
は
「bulletin

of
inform

ation

」
な
ど
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
授
業
概
要
情
報

の
み
を
冊
子
化
し
た
「course

catalog

」
を
特
に
作
成
す
る
場
合
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

(
6)

現
在
の
日
本
の
「
シ
ラ
バ
ス
」
の
持
つ
問
題
に
関
し
て
は
、
潮
木

守
一
『
大
学
再
生
へ
の
具
体
像
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
五
―

一
二
七
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
筆
者
は
、
現
在
の
「
シ
ラ
バ
ス
」
に
は

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
一
方
で
、
高
等
教
育
機
関
で
ど
の
よ
う
な
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
記
録
す
る
史
料
と
し
て
は
、
一
定
の
価
値
が
あ

る
と
も
考
え
て
い
る
。



(

7)

本
稿
で
は
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
の
高
等
教
育
へ
の
ア
メ

リ
カ
の
影
響
が
中
心
的
な
問
題
と
な
る
た
め
、
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
高

等
教
育
で
の
「catalog

」
や
「syllabus

」
を
念
頭
に
議
論
を
進
め
て
い

く
。
筆
者
の
印
象
で
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
「calendar

」
は
、
ア
メ

リ
カ
の
「catalog

」
と
内
容
や
機
能
の
面
で
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
一
方
、

「syllabus
」
の
語
の
使
用
の
実
態
に
は
、
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
、
読
者
諸
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(

8)

所
澤
、
前
掲
論
文
。
モ
ル
レ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
細
谷
俊

夫
・
奥
田
真
丈
・
河
野
重
男
・
今
野
清
編
集
代
表
『
新
教
育
学
事
典
』

第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
第
六
巻
、
三
八
〇
頁
を
参
照
し
た
。

(

9)

藤
田
豊
「
図
書
館
史
上
の
工
部
大
学
校
」『
図
書
館
学
と
そ
の
周
辺

天
野
敬
太
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
〇
年
、

八
三
―
九
二
頁
。

(

10)

南
山
学
園
史
料
室
お
よ
び
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。

(

11)

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、『
南
山
学
園
史
料
集
３
　
南
山
大

学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
史
料
集
　
上
』
南
山
学

園
、
二
〇
〇
八
年
に
一
部
所
収
。

(

12)

南
山
大
学
史
料
室
お
よ
び
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

13)

一
九
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
開
催
大
学
評
議
員
会
議
事
録
「E

nglish
V

ersion
of

“the
N

anzan
U

.B
ulletin”

」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
前

掲
『
南
山
学
園
史
料
集
３
　
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
史
料
集
　
上
』
に
所
収
。

(

14)

南
山
大
学
史
料
室
お
よ
び
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

15)

南
山
大
学
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
限
り
の
『
南
山
大
学
学
生
便

覧
』
か
ら
は
、
一
九
六
一
年
度
に
は
、
授
業
概
要
記
載
が
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

(

16)

上
智
大
学
国
際
部
と
南
山
大
学
ID
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
開
設
と
終

焉
」『
ア
ル
ケ
イ
ア
』
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
―
七
八
頁
を
参

照
。

(

17)

上
智
大
学
資
史
料
室
星
島
明
光
氏
の
談
に
よ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ

を
、
ア
メ
リ
カ
的
な
「course

catalog

」
の
日
本
語
版
と
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
内
容
の
対
応
す
る
英
語
版
が
作
成
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
英
語
版
の
存
在
は
現
在
の
と
こ

ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

(

18)

所
澤
前
掲
論
文
、
二
六
二
頁
。
な
お
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
所

澤
の
註
記
に
従
い
、
一
部
改
め
た
。

(

19)

石
附
は
、
一
八
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催

さ
れ
た
万
国
博
覧
会
へ
の
文
部
省
の
参
加
に
は
、
日
本
の
教
育
の
近
代

化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
出
品
物
の
準
備
等
で
モ

ル
レ
ー
の
功
績
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
附
実
「
日

本
教
育
の
世
界
へ
の
登
場
」『
世
界
と
出
会
う
日
本
の
教
育
』
教
育
開

発
研
究
所
、
一
九
九
二
年
、
七
一
―
九
八
頁
を
参
照
。

(

20)

明
治
初
年
か
ら
一
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
多
く
の
留
学
生
が
渡

航
し
て
い
る
。
石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
一
九
七
二
年
参
照
。

(

21)

潮
木
守
一
『
ア
メ
リ
カ
の
大
学
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年

参
照
。
な
お
、
宮
澤
は
、
教
師
に
よ
る
講
義
が
、
授
業
形
態
の
大
勢
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
以
降
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
宮
澤
康
人
「
ハ
ー
バ
ー
ド
学
則
改
正
（1825

）
と
イ
ェ
ー
ル
リ
ポ

ー
ト
（1828

）」『
東
京
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
六
巻
、
一
九
七
六

年
、
五
頁
。

(
22)

G
ubb,W

.N
.&

L
azarson,M

.,V
ocationalism

in
H

igher
E

ducation:
T

he
T

rium
ph

of
the

E
ducation

G
ospel.

T
he

Journal
of

H
igher

E
ducation,V

ol.76,N
o.1,2005,p.8.

(

23)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
立
に
つ
い
て
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は
、
前
田
早
苗
『
ア
メ
リ
カ
の
大
学
基
準
成
立
史
研
究
』
東
信
堂
、
二

〇
〇
三
年
参
照
。

(

24)
W

ebster's
U

niversal
D

ictionary,
V

o.
1,

T
he

W
orld

S
yndicate

Publishing
C

om
pany,1937.

(

25)
W

ebster's
N

ew
C

ollegiate
D

ictionary,
G

.
&

C
.

M
errian

C
o.,

Publishers,1960.
(

26)
W

ebster's
C

ollegiate
D

ictionary,
Fifth

E
dition,

G
.

&
C

.
M

errian
C

o.,Publishers,1947.
(

27)
W

ebster's
N

ew
W

orld
D

ictionary,
C

oncise
E

dition,
T

he
W

orld
Publishing

C
om

pany,1956.
(

28)

受
験
情
報
や
志
願
者
の
関
心
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
竹
内
洋

『
立
志
・
苦
学
・
出
世
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。

(

29)

潮
木
守
一
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
態
誌
』
中
公
新
書
、
一
九
八
六
年
、

第
二
章
。
な
お
、
こ
う
し
た
授
業
形
態
に
対
す
る
改
革
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
潮
木
守
一
『
京
都
帝
国
大
学
の
挑
戦
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一

九
九
七
年
参
照
。
そ
の
よ
う
な
改
革
は
、
基
本
的
に
は
ご
く
短
期
間
に

終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
や
ノ
ー
ト
を
読
み
上
げ
る
と
い
う

講
義
の
形
態
は
、
戦
前
期
の
日
本
の
高
等
教
育
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

(

30)

関
正
夫「
戦
前
期
大
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
史
的
考
察
」

『
大
学
論
集
』
第
一
一
集
、
一
九
八
二
年
、
一
二
五
―
一
四
九
頁
。

(

31)

土
持
ゲ
ー
リ
ー
法
一
『
戦
後
日
本
の
高
等
教
育
改
革
政
策
』
玉
川
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
。
土
持
は
、「generaleducation

m
ovem

ent

」

が
、
ア
メ
リ
カ
全
体
と
し
て
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
現
象
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
位
制
や
選
択
科
目
制
に
関
し
て
は
、

清
水
一
彦
『
日
米
の
大
学
単
位
制
度
の
比
較
史
的
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
九
八
年
を
参
照
。

(

32)

大
学
基
準
協
会
の
創
設
に
関
し
て
は
、
田
中
征
男
『
戦
後
改
革
と
大

学
基
準
協
会
の
形
成
』
大
学
基
準
協
会
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

(

33)

橋
本
孝
「
一
般
教
育
研
究
協
議
会
に
つ
い
て
」『
会
報
　
大
学
基
準

協
会
』
第
五
号
、
一
九
五
〇
年
、
三
三
―
三
七
頁
な
ど
に
、
そ
の
よ
う

な
活
動
の
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ
こ
で
「
コ
ー
ス
プ

ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、「syllabus

」
に
記
載
さ
れ
る
内
容

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

34)

『
大
学
基
準
協
会
資
料
　
第
一
〇
号
　
大
学
に
於
け
る
一
般
教
育
』

大
学
基
準
協
会
、
一
九
五
一
年
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

と
は
、
授
業
履
修
の
た
め
の
科
目
情
報
の
積
極
的
な
提
供
と
い
う
よ
り

は
、
学
生
個
人
の
適
性
を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
履
修
計
画

を
立
て
さ
せ
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
時
の

ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
の
理
解

は
、
中
村
弘
道
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」『
外
国
に
お
け
る
大
学
教
育
』
大
学
基
準
協
会
、
一
九
五

八
年
、
一
七
三
―
二
二
〇
頁
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
運
動
に
つ
い
て
は
、H

orn,
M

argo
1989,

B
efore

It's
T

oo
L

ate:
T

he
C

hild
G

uidance
M

ovem
ent

in
the

U
nited

States,
1922-1945,

T
em

ple
U

niversity
P

ress

、
こ
う
し
た
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

概
念
の
日
本
的
変
容
に
つ
い
て
は
、
酒
井
朗
「
”児
童
生
徒
理
解
“
は
心

の
理
解
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
今
津
孝
次
郎
・
樋
田
大
二
郎
編
『
教

育
言
説
を
ど
う
読
む
か
』
新
曜
社
、
一
九
九
七
年
、
一
三
一
―
一
六
〇

頁
を
参
照
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
一
般
教
育
運
動
は
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
重
視
と
関
連
し
て
い
た
。R

udolph,
F

rederick,
C

urriculum
:

A
H

istory
of

the
A

m
erican

U
ndergraduate

C
ourse

of
Study

Since
1636,Jossey-B

ass
Inc.1977.

第
六
章
を
参
照
。

(

35)
前
掲
『
大
学
基
準
協
会
資
料
　
第
一
〇
号
　
大
学
に
於
け
る
一
般

教
育
』、
六
五
―
六
七
頁
。
引
用
箇
所
は
、
六
五
頁
よ
り
。

(

36)

早
田
幸
政
『
大
学
評
価
シ
ス
テ
ム
と
自
己
点
検
・
評
価
』
エ
イ
デ
ル
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研
究
所
、
一
九
九
七
年
、
第
一
章
参
照
。

(
37)

『
大
学
基
準
協
会
五
五
年
史
』
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
、
二
〇
〇

五
年
、
第
六
章
参
照
。

(

38)
調
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
前
田
早
苗
「
大
学
基
準
協
会
『
適
格
判

定
用
調
書
（
様
式
）』
の
変
遷
に
み
る
大
学
審
査
方
式
の
推
移
」『
季
刊

教
育
法
』
一
九
九
七
年
七
月
臨
時
増
刊
号
、
七
五
頁
を
参
照
。

(

39)

青
山
佳
代
「
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
『
一
般
教
育
』
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第

一
三
号
、
二
〇
〇
五
年
、
六
三
―
一
〇
二
頁
、
お
よ
び
「
名
古
屋
大
学

に
お
け
る
『
一
般
教
育
』
の
運
営
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」『
名
古
屋

大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
五
―
一

一
〇
頁
を
参
照
。

(

40)

一
九
五
四
年
度
か
ら
一
九
五
五
年
度
に
か
け
て
は
、
進
学
適
性
検
査

（SA
T

）
の
廃
止
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
便
覧
の
記
載
に
影
響
を

与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、SA

T

が
各
教
育

機
関
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
や
、
こ
の
廃
止
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
影
響
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、

SA
T

廃
止
に
関
わ
る
社
会
規
範
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
腰
越
滋
「
進

学
適
性
検
査
の
廃
止
と
日
本
人
の
階
層
組
織
化
の
規
範
」『
教
育
社
会

学
研
究
』
第
五
二
集
、
一
九
九
三
年
、
一
七
八
―
二
〇
七
頁
を
参
照
。
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史料としての『便覧』についての試論

（
追
記
）

上
智
大
学
資
史
料
室
お
よ
び
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
に
は
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
。
史
料
の
性
格
等
に
つ
い
て

は
、
上
智
大
学
資
史
料
室
星
島
明
光
氏
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
山
口
拓
史
氏
よ
り
、
情
報
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝

し
た
い
。



An Essay on the University Catalog

as a Historical Source:

In the Case of Nanzan University Bulletin of 

Information in the 1950s

HAYASHI Masayo

Abstract

This paper explores how Japanese universities and colleges have offered

course-related information by publications. Previous studies have argued that the

university or college “calendar” in western countries seems to be equivalent to

“gakko-ichiran” in Japan.  This paper raises a question on the equivalence because

university catalog or calendar today does not resemble “gakko-ichiran” in terms of

its contents or assumed readers, and hypothesizes that the lack of detailed course-

related information in Japanese version of the catalog or calendar in comparison

with its English version in the early Meiji Era might have resulted in the

difference today. The gap between the English and the Japanese versions of

Nanzan University catalogs made in 1955 would support the hypothesis. Although

there seems to be some temporal attempt in the 1950s in offering course

description to students, its publication might have long been seen unnecessary for

students’ guidance in Japanese higher education.
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